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1. はじめに 

近年，テラヘルツ帯ジャイロトロンの応用研究

が進み [1, 2]，より多くの周波数で発振可能な管

の実現が求められている．我々は，従来単一であ

ったジャイロトロンの空胴共振器を増やし，発振

可能な周波数の増加を狙って発振実験を進めて

いる．これまで，径の異なる 2つの共振器を軸方

向に連結した二段共振器を導入し，110 ~ 220 GHz

の基本波発振において，単一共振器では得られな

い合計 22 個（第一段目の共振器で 13，二段目で

9）の共振器モードの発振を得た．これらのモード

に対し，後進波発振による周波数の連続可変領域

を調べたところ，同周波数帯の周波数占有率 ～

30% を実現している [3]．この結果を受け，本研

究では共振器を三段化し，更なる発振周波数の増

加を目指す． 
  

2. 共振器の三段化の検討 

二段共振器の発振実験では，電子ビームが最初

に入射する第一段目の共振器が広い磁場領域で

強く発振し，二段目の発振域が制限される傾向が

みられた．そのため，三段目の共振器の挿入にあ

たっては，これまでに得られている発振を阻害し

ない様，既存の形状を維持しつつ最後尾への追加

を仮定した（図 1）．そして，二段共振器では発振

しなかった周波数領域を埋める様に，電子ビーム

と結合可能なモード群を選択し，三段目の共振器

径を決定した． 

図 2に，共振器内の磁場強度に対する発振周波

数の依存性を示す．第一段（C1）と第二段（C2）

の共振器で既に発振が得られている周波数を，そ

れぞれ 〇 と ● 印で表示している．そして，三

段目の共振器で発振が期待される 6つのモードの

周波数および発振磁場を，▼ 印で追加表示した． 

一段目と二段目の共振器では，後進波発振によ

る周波数可変性が得られており，三段目でも同様

の可変性を狙う．ただし，磁場に対し共振器の配

置を固定する場合，三段目の共振器内にて前二段

と同程度の磁場の均一性を維持する為に，共振器

の一部または全体を短くする必要がある．そのた

め本研究では，三段目の発振の際に管配置を軸方

向に調節して共振器内で均一磁場を確保する，あ

るいは共振器長を短縮することについて検討し

た． 
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図 1 三段共振器の概略図 
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図 2 発振周波数の磁場依存性 


